
 

 

 

 

 

 

 
 
        読書月間に寄せて 

       校 長  出井玲子        
 本校は、１１月は読書月間です。子供たちの読書活動は、好きな本を読むことに留まらず、

情報を主体的に読み取り、考えの形成に生かしていく読書（インタラクティブ・リーディング）

の必要性が唱えられています。小学校低学年での語彙量と質がその後の学力向上に大きく影響

するという指摘もあり、言語活動を育てていくことは学校のおいて大切であると考えています。

また、幼児期からの読書能力形成がその後の成長、社会的自立にまで影響するとの意見もあり、

読書活動の大切さを実感しています。 

 本校では、まず「子供たちが好きな本を読むところから」と考え、興味をもって本が読める

ようにしています。学校図書館では、学校司書が各学年の学習状況や季節に適したお薦め本を

掲示したり、紹介文を添えたりと関心を高めています。さらに、図書ボランティアさんによっ

て飾り付けられた図書館は、思わず入ってみたくなるような工夫でいっぱいです。授業でも読

み聞かせやブックトーク、ゲーム性を取り入れたアニマシオンなどに取り組んでいます。      

 夏休み前に発行されたものですが、「あらかわ区報 Jr７月号」の「図書館特集」ではルポラ

イターとなった本校６年古川友明さん、大木永愛さんが、区内の各図書館のスタッフの皆さん

によるお薦めの本を紹介しています。毎月１５冊〜３０冊の本を読むという２人は、自分たち

にとっても興味津々な内容を「ゆいの森」で取材し記事にしています。ぜひ、参考にして「学

校図書館」や「ゆいの森」「公立図書館」をたくさん活用して欲しいと思います。 

 

 「読書の大切さ」について、〜川島隆太先生〜（東北大学教授 医学博士《脳科学者》）の

ご講演から紹介をします。 

 読書は、脳の前頭前野（学習分野を司る部分）を活性化するので、語彙の数を増やし、理解

力や創造的な力を付けるとおっしゃっています。さらに、読書と成績について次のようなこと

を述べていらっしゃいます。先生の８年間の調査研究によると、子供たちを家庭学習を「全く

しない」「３０分未満」「３０分〜１時間」「１〜２時間」…「３時間以上」と分けたとき、

「読書を全くしない」場合に国語のテストで平均点以上を取ったのは家庭学習２時間以上した

場合のみであるのに対し、「読書を１時間以上する」場合は、家庭学習が３０分程度でもその

多くが国語のテストの平均点を超えていると言うのです。この調査研究は小・中・高校生を対

象にしているので、一概に数値を小学生に当てはめることはできませんが「読書の力」を示す

結果にはなっています。しかし、さらに興味深いのは、読書と成績の関係をもう一つ睡眠時間

と相関させたときのことです。睡眠時間を「５時間未満」「５〜６時間」「６〜７時間」…と

した時、家庭学習や読書をどんなに長く行っても、睡眠時間が「５時間未満」だと国語のテス

ト結果で平均点以上を取ることが難しくなっているということなのです。  このことは、睡

眠時間はもとより、生活習慣全体の大切さも物語るのではないかと思います。    

 子供たちがよい本と出会い、言語を学び、豊かな感性と表現力を高め、自分の考えを相互に

伝えあう活動を通して、見通しをもって生きることができるよう取り組んで参ります。秋の夜

長、ご家庭でも少しの時間を読書にあてて、お子さんとの話題になさってみませんか。  
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学校行事等の予定（１1月） 
 

「学校公開週間」 

 

１０月７日（月）～１０月１１日（金） 

多くの保護者の方々が来校されました。日頃の

子どもたちの様子がご覧いただけたと思います。 

また、アンケートにご協力いただきありがとうござ

いました。 

 

〈保護者の皆さまの感想〉 

 

「１１日（金）に行くと、ちょうど避難訓練をしていまし

た。みんな指示に従い、身の安全を図る行動をとれ

ていたので、感心しました。」 

「算数の習熟度別の授業を参観しました。コースに

あったペースで授業が進められていて、とてもよかっ

たです。」 

「休み時間に上級生から一年生に、「遊びに行こ

う。」という声掛けがあり、面倒見のよい子たちが多

いなあという印象をうけました。」 

普段の子どもたちの頑張りを見ていただいて、た

いへんうれしく思いました。 

また、授業中の立ち歩きや姿勢の悪さなど、学習面

での課題や体育の授業での安全面での問題をご指

摘いただきました。 

これからの指導に生かしていきたいと思います。

これからもご支援、ご協力よろしくお願いたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 金 読書月間始 保健指導 ５年尾松先生語りの会 

２ 土 東京都教育の日               

３ 日 文化の日               

４ 月 振替休日 

 ５ 火 ６年尾松先生語りの会  

 ６ 水 後期委員長紹介集会   

 ７ 木 安全指導 なかよし班清掃 しおり作り（図書ボランティア） 

 ８ 金  

９ 土                             

１０ 日  

１１ 月 全校朝会 １組歯磨き週間始 クラブ 

１２ 火 ブックバイキング １年口腔健康教育 学芸会準備 料理検定 

１３ 水 体育朝会            

１４ 木 学芸会リハーサル 学芸会準備 

１５ 金 学芸会①（児童鑑賞日）１組歯磨き週間終 ５年脊柱側弯症検診 

１６ 土 学芸会②（保護者鑑賞日） 

１７ 日                    

１８ 月 全校朝会 ２組歯磨き週間始  クラブ  

１９ 火 ６年社会科見学（国会、裁判所） 

２０ 水 音楽朝会  

２１ 木             

２２ 金 避難訓練 しおり作り（図書ボランティア） ２組歯磨き週間終  

２３ 土 勤労感謝の日         

２４ 日  

２５ 月 全校朝会 ３組歯磨き週間始 ペースランニング始 クラブ 

２６ 火 １－２ふれあい給食  

２７ 水 体育朝会 

２８ 木  

２９ 金 読書月間終 ３組歯磨き週間終 

３０ 土  

読書月間（１１月１日～２９日） 

 読書の秋。五峡小でも本に親しんでもらうために、読み聞かせ、クイズ、しおり作りなど、

たくさんの企画が用意されています。また先生方による、ブックバイキングもあります。ど

の先生が、何の本を読むかは当日までのお楽しみ。人と本との、驚きの出会いがあります。

図書ボランティアさんも、子供たちのためにたくさんの本を紹介してくださいます。 

 ぜひご家庭でも、読書の秋に浸ってみませんか。 



 

 
「正しい言葉づかいをしよう」 

                             生活指導主任 

 

 

 

＊11 月のあいさつ隊は２年生です。各クラス５人ずつくらい代表で校門に立ちま

す。担当の児童は朝８時までには登校してください。元気いっぱいのあいさつを期

待しています。 

 

＊暗くなるのがさらに早くなりました。「夕焼けチャイムが鳴ったら帰る」という

「五峡小の生活」が守られるように、ご家庭でも声かけをお願いします。 

 

＊上着を着てくる児童が増えました。安全面から、①上着を「腰」に巻かない 

②「手首」を出して着る ③「前を閉じて」着る ④コートやジャンパー等は校内では脱ぐように

指導しています。 

 

＊肌寒い日の体育では、「長袖の体育着」や「動きやすい上着」を着てもよい期間(11～３月)になり

ました。必要な人はご準備ください。なお、体育の授業の「主運動」に入った時には、原則体操着

で行いますので、ご承知おきください。 

 

※長袖体育着をお求めになりたい方は、「三栄会テングヤ洋品店」まで、直接ご連絡ください。 

 

＊「使い捨てカイロ」は、校内への持ち込みは禁止です。なお、「リップクリーム」、「ハンドクリ

ーム」、「のど飴（医薬部外品）」の校内での使用も、保護者の連絡及び担任の許可があった時の

みとしますので、ご承知おきください。 

 

 

＊暗くなる時間が早くなりました。夕焼けチャイムが鳴ったら、すぐに自宅へ帰るように  

してください。また、大人がいないところで子供達だけで過ごしたり、出掛けたりするこ 

とがないように、お声掛けください。 

 

 


